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（１）港湾内・外および地下水の分析結果について
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タービン建屋東側の地下水観測孔の位置
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前回以降、新たな観測孔は設置していない。

１，２号機取水口間 ２，３号機取水口間１号機取水口北側 ３，４号機取水口間

改修ウェル

1号機北側

揚水ﾋﾟｯﾄ

ウェルポイント
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No.0-7
No.0-5
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１号機北側地下水の全β濃度の推移 １号機北側地下水のトリチウム濃度の推移

タービン建屋東側の地下水濃度の状況＜1号機取水口北側エリア＞
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〇 先月以降、大きな変動は見られない。

〇 当面監視を継続する。



1,２号機取水口間地下水の全β、ストロンチウム濃度の推移 1,２号機取水口間地下水のトリチウム濃度の推移

タービン建屋東側の地下水濃度の状況＜1,2号機取水口間エリア＞
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〇 トリチウム濃度は全体的に低下傾向が継続。12月に上昇が見られたNo.1-9は

横這い状況。

〇 全βは横這いの状況。

〇 当面監視を継続する。



2,3号機取水口間地下水の全β、ストロンチウム濃度の推移

タービン建屋東側の地下水濃度の状況＜2,3号機取水口間エリア＞
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〇 全β濃度は、No.2-5のみ変動がみられる。
〇 トリチウム濃度は、低濃度で概ね横這い状態。

〇 当面監視を継続する。

2,3号機取水口間地下水のトリチウム濃度の推移



3,4号機取水口間地下水の全β濃度の推移 3,4号機取水口間地下水のトリチウム濃度の推移

No.3-2：2014/4/18より観測開始
No.3-3：2014/4/24より観測開始
No.3、No.3-4： プロットが無い期間は不検出（＜120Bq/L）のため

No.3-2：2014/4/18より観測開始
No.3-3：2014/4/24より観測開始
No.3、No.3-4： プロットが無い期間は不検出（＜20Bq/L）のため

タービン建屋東側の地下水濃度の状況＜3,4号機取水口間エリア＞
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○ 9月から10月に、No.3-2観測孔などで全β濃度、トリチウム濃度が上昇したが、
現在は低下又は横這い状況。

〇 ９月にトリチウム濃度が低下したNO.3-5は、逆に低下前の濃度に戻った状況。
〇 当面監視を継続する。



１～３号機放水路及びサンプリング位置図（平面図）
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１号機放水路サンプリング結果
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• 上流側立坑たまり水のセシウム137濃度は、昨年5月以降1,000～2000Bq/L前後で横這い状態であっ
たが、11月に7000Bq/L前後に上昇。その後低下し、現在は4000Bq/L前後で横這い状態。

• 下流側の溜まり水のセシウム137濃度には、上昇傾向は見られていない。当面監視を継続。

• 放水路浄化装置は停止中。

1号機放水路縦断図（縦横比１：５）
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注：放水口へのゼオライト設置により、放水口内への立ち入りができなくなったことから、2015/3/20より放水口上部開口部から採水することとした。
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南
下流側

２号機放水路縦断図（縦横比１：５）
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２号機放水路サンプリング結果
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• 2号機放水路上流側立坑の溜まり水の全ベータ濃度は、横這い状態で推移。降雨時に一時
的にセシウム濃度の上昇に伴って上昇するものの、2015年5月のような急上昇はみられ
ておらず、 3,000～4,000Bq/L程度で推移。

• 下流側（放水口）の濃度も低濃度で、上昇は見られない。



南
下流側

北
上流側

３号機放水路縦断図
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4号機ﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ水
調査日： 6/12

Cs134： 570

Cs137： 1,600
全β   ： 2,500 

H3      ：ND(9.4) 

（単位：Bq/L）

雨水の流入 雨水の流入

3号機下流側立坑流入水
（4号T/B建屋周辺雨水）
調査日：14/6/12

Cs134： 1,000
Cs137： 2,800

全β    ： 3,900 

H3      ： 13

（単位：Bq/L）

3号機上流側立坑流入水
（3号S/Bﾙｰﾌﾄﾞﾚﾝ・T/B東側地表）
調査日： 14/6/12

Cs134： 1,400
Cs137： 4,100

全β   ： 4,800

H3      ： ND(9.4)

（単位：Bq/L）

推定保有水量：600m3
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３号機放水路サンプリング結果
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• 3号機放水路上流側立坑溜まり水のセシウム濃度は、降雨により若干の上下はあるものの、
1,000～2,000Bq/L程度で推移。

• 引き続きモニタリングを継続する。



排水路の放射能濃度推移（その１ BC排水路）
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• 11月以降は降雨が少なく、低濃度で推移。



排水路の放射能濃度推移（その２ K排水路、A排水路、物揚場排水路）

13

• 11月以降、降雨時の一時的な上昇を除けば、K排水路のセシウム濃度は大きく低下。

• A排水路、物揚場排水路は、降雨時も上昇幅は小さく、概ね低濃度で推移。

• 引き続き、除染、フェーシング、清掃などの対策を継続。



１～４号機取水口付近の海水サンプリング結果
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• 海側遮水壁閉合以降、放射性物質濃度が低下。

• 10月以降は降雨が減少し、低濃度で推移。

• 昨年11月22日の地震に伴う津波により破損したシルトフェンスを1月27日に復旧完了。

• 損傷防止のためにシルトフェンス位置を若干南側に移動したことから、1～4号機取水口内北側（東波除堤
北側）の採取点も2月11日採取分より南側に移動。（約50m）

【告示濃度】Cs-137:90Bq/L,Sr-90:30Bq/L, H-3:60000Bq/L

※１～４号機取水口内南側（遮水壁前）は，最後に遮水壁閉合を実施した箇所。 海水のサンプリング地点としては，閉合完了まで，地下水の影響を最も受けていた箇所。
※１～４号機取水口付近の海水のCs-137濃度は、2016年1月19日採取分より検出限界値を変更（2.4→0.7Bq/L）

海側遮水壁閉合前後における地下水ドレン水位と，１～４号機取水路開渠内南側（遮水壁前）海水中放
射性物質濃度の推移は下記の通り。

：開渠内

：開渠外

図 地下水ドレン水位と１～４号機取水路開渠内南側（遮水壁前）
海水中放射性物質濃度の推移

鋼
管

矢
板

一
次

打
設

完
了

（
9
/1

9
）

鋼
管

矢
板

閉
合

完
了

（
1
0
/2

6
）

地
下

水
ド

レ
ン

稼
働

開
始

（
1
1
/5

）

鋼管矢板打設により地下水ドレン水位が上昇し、海水中の全ベータ、ストロンチウムの濃度低下や、セ
シウム、トリチウムも低い濃度で推移していることから、海側遮水壁の効果は発揮されている。

今後もモニタリングを継続する。

後5日間：10/3～7 Sr-90至近：1/2

全β，Cs-137至近：1/11
前5日間：9/15～19

※ 12/5以降のSr-90濃度は速報値

濃
度

（
B
q
/L

）

表　１～４号機取水口開渠内及び開渠外の
　　測定地点における海水中放射性物質濃度平均値

（Bq/L)
前５日間

平均値※１

後５日間

平均値※２

至近

平均値※３

開渠内 150 26 16
開渠外 27 16 17
開渠内 140 8.6 0.27
開渠外 16 2.1 0.16
開渠内 16 3.8 2.5
開渠外 2.7 1.1 0.78
開渠内 220 110 26
開渠外 1.9 9.4 3.9

※１　H-3については，前5日間のデータがないため，
　　　前10日間の平均値
※２　後5日間は，地下水ドレン水位が一定及び
 　　 降雨がない期間を選定
※３　全β とCs-137は1/11，Sr-90開渠内（速報値）は
　　　1/2，Sr-90開渠外は11/28，H-3は1/2に採取し
　　　た各地点の平均値

全β

Sr-90

Cs-137

H-3

表　海側遮水壁閉合前後の
　　 港湾内海水中放射性物質濃度平均値

（Bq/L)
前５日間

平均値※１

後５日間

平均値※２

至近

平均値※３

開渠内 150 26 18
開渠外 27 16 17
開渠内 140 8.6 0.38
開渠外 16 2.1 0.10
開渠内 16 3.8 3.5
開渠外 2.7 1.1 0.63
開渠内 220 110 22
開渠外 1.9 9.4 2.1

※１　H-3については，前5日間のデータがないため，
　　　前10日間の平均値
※２　後5日間は，地下水ドレン水位が一定及び
 　　 降雨がない期間を選定
※３　全β とCs-137は3/6，Sr-90開渠内（速報値）は
　　　2/20，Sr-90開渠外は1/23，H-3は2/27に採取し
　　　た各地点の平均値

全β

Sr-90

Cs-137

H-3



港湾内の海水サンプリング結果
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• １～４号機取水口付近同様、海側遮水壁閉合以降、放射性物質濃度が低下

• 昨年10月以降は降雨が減少し、低濃度で推移。

※ ６号機取水口前の海水のCs-137濃度は、2016年1月20日採取分より検出限界値を変更（2.4→0.7Bq/L）
※ 港湾口においては、セシウム137について、週１回詳細分析を実施。
※ 港湾内東側、西側、南側、北側の海水のCs-137濃度は、2016年6月1日採取分より検出限界値を変更（0.7→0.4Bq/L）



港湾外（周辺）の海水サンプリング結果
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• 港湾外の各採取点は、従来より低濃度であり、ほとんどが検出限界未満を継続。

• 南放水口付近海水（南放水口から330m南）（T-2)地点は、護岸部の復旧工事の関係で、
1月27日以降約50m北に移動。（南放水口から280m南に変更）

※ 海域における10Bq/L前後の全β放射能の検出は、海水中の天然カリウム（約12Bq/L)の影響を受けているものと考えられる。
※ 5，6号機放水口北側（T-1)及び南放水口から約1.3km南（T-2-1)地点においては、セシウム137について、週１回詳細分析を実施。
※ 南放水口から約1.3km南（T-2-1)地点は、2016年の台風10号の影響により海岸付近が崩れて試料採取作業の安全が確保できないため8/31より採取を中止し、

南放水口付近海水（1～4号機放水口から280m南）（T-2地点）にて代替測定を実施中。

※



＜参考＞港湾口海水モニタの測定結果
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※検出限界値未満（ND）の場合は、グラフにデータが表示されません。
（検出限界値）

・セシウム（Cs)134 ： 0.02 Bq/L
・セシウム（Cs)137 ： 0.05 Bq/L
・全β ： 8.7 Bq/L 

※海水放射線モニタは、荒天により海上が荒れた場合、巻き上がった海底砂の影響等により、データが変動する場合があります。
※参 考 「福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則」に定める告示濃度限度は、以下の通り。

・セシウム（Cs)134 ： 60 Bq/L
・セシウム（Cs)137 ： 90 Bq/L

○ 設備の不具合および清掃・点検保守作業等により、データが欠測する場合があります。
○ 2017年3月15日午後11時頃より、設備の不具合によりデータが欠測しております。3月16日は波が高いため、3月17日以降現場を確認し復旧作業を行

います。なお、他の海水測定結果等に異常はありません。



タンクエリア周辺の状況
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タンクエリア周辺の地下水観測孔等の位置
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• 先月以降、新たな観測孔の設置は無い。

• H4タンクエリアは、タンクリプレースに伴いタンク基礎下部に残留している汚染土壌の回収作業を開始。

• 今後、当該部の土壌回収時にE-1の廃止を予定

E-12観測孔を
1/10に撤去

F-1観測孔を
1/10に廃止・撤去

E-1観測孔を
今後廃止予定



H4タンクエリアの土壌回収状況
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• 2013年に漏えいのあったH4タンクエリア北側の土壌回収作業を、2017年3月6日より開始。
• 進捗状況については下記の通り。

汚染が確認されなかったエリア



地下水バイパス揚水井の放射能濃度推移
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• 揚水井No.10のトリチウム濃度は、

徐々に低下。

• その他の揚水井のトリチウム濃度は、

1,000Bq/L程度以下で推移。

• 全βには特に変化はみられていない。

• 引き続きモニタリングを継続する。



観測孔の放射能濃度推移（H4タンクエリア）
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• 1月以降、E-１, E-9、E-10観測孔は横這い状況。

• 当面、モニタリングを継続する。



観測孔の放射能濃度推移（H4タンクエリア北東側）
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• 1月末以降、E-3のトリチウム濃度が若干上昇したものの、現在はほぼ横這い。

• その他の観測孔では、前回以降、変化はみられない。



観測孔の放射能濃度推移（H4タンクエリア南東側）
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• 1月以降、各観測孔の濃度は横這い状態。

• 全体の傾向に大きな変化はみられない。



観測孔の放射能濃度推移（H6タンクエリア周辺）

• トリチウム濃度は、1月以降、G-1、G-3で若干上昇が見られたが、過去の変動の範囲内。

• 全ベータ濃度は、いずれの観測孔も低濃度で変化は見られない。

• 引き続き監視を継続する。
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地下貯水槽のモニタリング状況

26



No.1

No.2

No.3

提供：日本スペースイメージング(株)、DigitalGlobe、2015年8月10日撮影
Ｎ

地下貯水槽

地下貯水槽No.1～3周辺の地下水モニタリングの状況

27

• 地下貯水槽No.1～3は、2013年4月に漏洩が確認
されて以降、モニタリングを強化し、監視を継続
中。

• 昨年3月以降、周辺観測孔で全β濃度の検出が見ら
れたが、濃度は50Bq/L未満が多く、上昇も一時的。
昨年10月以降は、ほとんど不検出。

• 地下貯水槽No.1、No.3については、既に水抜き※

は完了しているが、残るNo.2についても、3月16
日に水抜き※を完了。

• 未使用の地下貯水槽No,5の撤去について、実施計
画変更申請中。

図 地下貯水槽No.1～3の位置

図 地下貯水槽の構造
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砕石充
填

※ポンプ汲み上げ可能レベルまで水抜き



地下貯水槽No.1～3周辺のモニタリングの状況（周辺観測孔）
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• 地下貯水槽の周辺観測孔では、昨年3月1日の検出以降、監視を強化中。
• 昨年10月以降、濃度の上昇はほとんどみられなくなっている。

図 周辺観測孔の全ベータ濃度（２０１６年１月～）
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地下貯水槽No.１～３周辺のモニタリングの状況（検知孔、ﾄﾞﾚﾝ孔）
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• 昨年4/6に、地下貯水槽No.１の南西側検知孔において全ベータ、トリチウム濃度が上昇
したものの、トリチウムは現在はほとんど検出されていない。

• また、地下貯水槽No.１の南西側ドレン孔の濃度に変化は見られない。

図 地下貯水槽No.1～3のドレン孔、検知孔の放射性物質濃度（２０１３年４月～）

注 検出された場合のみプロット

• 地下貯水槽No.２で
は、北東側検知孔の
全ベータ濃度に上昇
が見られているが、
ドレン孔には変化は
見られない。

• 地下貯水槽No. ３で
も、検知孔の濃度に
変動が見られたが、
ドレン孔の濃度には
大きな変化は見られ
ない。

• 監視を継続する。



（２）地下水バイパスの運用状況について

30



＊第三者機関：日本分析センター
＊NDは検出限界値未満を表し、（ ）内に検出限界値を示す。
(注) 運用目標の全ベータについては、10日に１回程度の分析では、検出限界値を １ Bq/Lに下げて実施。
※1 東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則に定める告示濃度限度

（別表第２第六欄：周辺監視区域外の水中の濃度限度［本表では、Bq/cm3の表記をBq/Lに換算した値を記載］）
※2 セシウム134,セシウム137の検出限界値「1Bq/L未満」を確認する測定にて検出されないこと（天然核種を除く）。

地下水バイパスの運用状況について

・地下水バイパスは、2017年3月14日に159回目 の排水を完了。排水量は、合計 263,940ｍ３

・ポンプの運転状況を確認しつつ、適宜点検・清掃を実施中。（2017.3.14現在 10台稼働中 2台点検・清掃中）
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採水日

分析機関 東京電力 第三者機関 東京電力 第三者機関 東京電力 第三者機関 東京電力 第三者機関 東京電力 第三者機関

セシウム134
（単位：Bq/L)

ND(0.63) ND(0.80) ND(0.65) ND(0.80) ND(0.52) ND(0.70) ND(0.66) ND(0.70) ND(0.62) ND(0.65) 1 60 10

セシウム137
（単位：Bq/L)

ND(0.58) ND(0.76) ND(0.63) ND(0.53) ND(0.58) ND(0.59) ND(0.53) ND(0.64) ND(0.68) ND(0.55) 1 90 10

その他ガンマ核種
（単位：Bq/L)

検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし 検出なし
検出され
ないこと

全ベータ
（単位：Bq/L)

ND(0.72) ND(0.55) ND(0.75) ND(0.52) ND(0.72) ND(0.60) ND(0.83) ND(0.56) ND(0.72) ND(0.56) 5（1）(注)

トリチウム
（単位：Bq/L)

140 150 120 140 130 130 130 140 130 140 1,500 60,000 10,000

排水日

排水量
（単位：m3)

告示
濃度
限度

WHO
飲料水
水質
ガイド
ライン

2月14日 2月28日 3月7日 3月14日

2月1日 2月8日 2月15日 2月22日 3月1日

運用目標

2月21日

1,752 1,5351,673 1,798 1,787

※１

※2



（３） サブドレン他水処理施設の稼働状況
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【集水設備】地下水のくみ上げ 【浄化設備】くみ上げた地下水の浄化 【移送設備】水質確認・排水

 サブドレン他水処理施設は、集水設備、浄化設備、移送設備から構成される。
＜集水設備＞

サブドレン集水設備

１～４号機タービン建屋等の周辺に設置されたサブドレンピットから地下水をくみ上げる設備

地下水ドレン集水設備

海側遮水壁と既設護岸の間に設置された地下水ドレンポンドから地下水をくみ上げる設備

＜浄化設備＞

サブドレン他浄化設備

くみ上げた水に含まれている放射性核種（トリチウム除く）を十分低い濃度になるまで除去し、

一時貯水タンクに貯留する設備

＜移送設備＞

サブドレン他移送設備

一時貯水タンクに一時貯留した処理済水を水質分析した後、排水する設備

サブドレン

地下水
ドレン

集水タンク 一時貯水タンクのサンプリング、排水設備浄化設備

前処理
フィルタ

吸着塔

処理装置
供給タンク

処理装置
供給ポンプ

浮
遊
物
質
除
去

セ
シ
ウ
ム
粗
取
り

浮
遊
物
質
除
去

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
粗
取
り

P P
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
吸
着

セ
シ
ウ
ム

ア
ン
チ
モ
ン
吸
着

重
金
属
吸
着

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
吸
着

セ
シ
ウ
ム

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
吸
着

セ
シ
ウ
ム

※2 2015/11/6～Cs／Sr吸着、3塔構成。

処理装置
加圧ポンプ

1-1．サブドレン他水処理施設の概要

※1 2017/1/30供用開始。
前処理設備
（ＲＯ装置）※1

※2
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1-2．サブドレンの汲み上げ状況（２４時間運転）

：横引き管

2512

8

9

40

45
212 213

203

201

202

205 206

207 208
209 Ｎ10

211

214

215

210

1号機 T/B

1号機
R/B

204

2号機 T/B

2号機
R/B

3号機
R/B

3号機 T/B

4号機
R/B

4号機 T/B

2627

23

19

20

21

22

33

52

18
51

5553

56
32 5931

34

24

58

※ 2017/3/2より、サブドレンピット№1の汲み上げ開始。

 山側サブドレンＬ値をT.P.5,064 (O.P.6,500)から稼働し、段階的にＬ値の低下を実施。
実施期間：2015年9月17日～
Ｌ値設定：2017年2月17日～ T.P.2,000 (O.P.3,436)で稼働中。

 海側サブドレンＬ値をT.P. 4,064 (O.P.5,500)から稼働し、段階的にＬ値の低下を実施。
実施期間：2015年10月30日～

Ｌ値設定：2017年2月17日～ T.P.2,000 (O.P.3,436)で稼働中。 ※

 一日あたりの平均汲み上げ量：約400m3（2015年9月17日15時～2017年3月6日15時）
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1-3. サブドレン稼働状況

（山側サブドレン）2015/9/17より山側サブドレン24時間稼働を開始し、以降段階的水位低下を実施し、Ｌ値設定：2017年2月17日～ T.P.2,000 (O.P.3,436)で稼働中。

（海側サブドレン）2015/10/30より海側サブドレン稼働を開始し、以降段階的水位低下を実施し、Ｌ値設定：2017年2月17日～ T.P.2,000 (O.P.3,436)で稼働中。

1,436

2,436

3,436

4,436

5,436

6,436

7,436

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

山側サブドレン（Ｌ値設定）

水位（T.P.）［mm］ 水位（O.P.）［mm］

水
位

（
O

.P
.）

［
㎜

］水
（
T
.P

.）
［㎜

］

1,436

2,436

3,436

4,436

5,436

6,436

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

海側サブドレン（Ｌ値設定）

水位（T.P.）［mm］ 水位（O.P.）［mm］

水
位

（
T
.P

.）
［㎜

］

水
位

（
O

.P
.）

［
㎜

］



1-4．至近の排水実績
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 サブドレン他浄化設備は、2015年9月14日に排水を開始し、2017年3月6日までに348回目の排水
を完了。 排水量は、合計284,761ｍ３。

 一時貯水タンクの水質はいずれも運用目標（Cs134=1, Cs137=1, 全β＝3, H3＝1,500(Bq/L)）未
満である。

＊NDは検出限界値未満を表し、（ ）内に検出限界値を示す。
＊運用目標の全ベータについては、10日に１回程度の分析では、検出限界値を １ Bq/Lに下げて実施。
＊浄化前水質における全ベータ分析については、浄化設備の浄化性能把握のため週一回サンプリングを実施。

排水日 2/27 2/28 3/1 3/3 3/5 3/6

一時貯水タンクNo. D E F G A B

浄化後
の水質
(Bq/L)

試料
採取日

2/22 2/23 2/24 2/26 2/28 3/1

Cs-134 ND(0.81) ND(0.57) ND(0.67) ND(0.60) ND(0.63) ND(0.47)

Cs-137 ND(0.58) ND(0.75) ND(0.58) ND(0.46) ND(0.58) ND(0.68)

全β ND(2.4) ND(2.4) ND(0.72) ND(2.3) ND(2.4) ND(0.68)

H-3 930 860 900 860 880 830

排水量（m3） 724 902 976 627 821 870

浄化前
の水質
(Bq/L)

試料
採取日

2/19 2/20 2/22 2/23 2/25 2/26

Cs-134 13 10 18 15 11 11

Cs-137 120 94 96 89 91 78

全β － 280 － － － －

H-3 900 880 880 870 880 780



2-1．1F降雨と建屋への地下水流入量・各くみ上げ量の推移

・建屋への流入量は，10月以降降雨が少ないことと，陸側遮水壁（山側）の凍結進展およびサブドレン稼働により，建屋周辺水位が低下しており，減少傾向である。

・サブドレンくみ上げ量は，11月以降は安定して500m3/日程度となっている。サブドレン稼働台数は多い状態を維持している。

・4m盤くみ上げ量は，10月以降減少傾向が続いており，3月6日には既往最小くみ上げ量：約90m3/日となった。

第一段階
フェーズ1凍結開始（3/31）

平均：
445m3/日 473 409 387 447 463 513 439 465 438 386 512 514 406 451 537※2

平均：
429m3/日 353 319 267 355 355 321 346 443 769 376 207 171 136 144 107※2

フェーズ2凍結開始（6/6）

平均：
175m3/日 176 217 172 207 201 206 150 282 424 238 171 141 162 131 120※1

合計：53.0mm 91.5 23.5 21.5 132.5 79.5 173.5 13.0 357.0 309.0 35.5 62.0 40.5 41.0 12.0 4.0※2

※1：～3/9
※2：～3/12

第二段階Ⅱ凍結開始（3/3）
第二段階Ⅰ凍結開始（12/3）
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2-2．4m盤くみ上げ量と陸側遮水壁の海側および埋立て地水位の推移
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2-3．凍結開始前と現状の4m盤の地下水収支の評価

39

• 凍結開始前と現状で4m盤の地下水収支の評価を比較すると，4m盤への地下水移動量は段々と減少している。（降雨は多くない期間で比較）

• 減少している要因は，雨水浸透防止策（フェーシング等），サブドレン稼働，陸側遮水壁（海側）の閉合などの複合効果によるものと考えられる

海側遮水壁→

(1) 降雨浸透による地下水涵養
(１Ｆの降水量からの算定値)

C1 4m盤への地下水移動量
(算定値)

←陸側遮水壁（海側）

(3) 地下水ドレンくみ上げ量
(実績値)

(2) ウェルポイントくみ上げ量
(実績値)

(4) 海側遮水壁の透水性を
考慮した系外への水の移動

(仮定条件)

ウェルポイント↑

地下水ドレン↑

[供給量] [支出量]  
C1 + (1) ＝ (2) + (3) + (4) + (5)

4m盤の浸透率は，フェーシング
を考慮しフェーズ１開始以降は
10%浸透と仮定
7.5m盤は55%と仮定
（面積）

4m盤：約40,000m2

7.5～10m盤：約23,000m2

（地盤空隙率は0.21と仮定）

(5) 地下水位変動への寄与量
(実測水位データからの算定値)

(正が地下水位上昇)

4m盤の地下水収支（2017.2.1～2.28）

実績値(ｍ3/日）
4m盤への地下水移動量

C１
(1) (2) (3) (4) (5)

2015.12.1～12.31 380 40 120 310 30 -40

2016.3.1～3.31 250 20 60 210 30 -30

2017.2.1～2.28 130 10 30 120 30 -40



＜参考１＞鋼管矢板のたわみに伴う杭頭変位について
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※水深は福島第一原子力
発電所の平均潮位を基準。

[杭頭変位の経時変化]

No.30

No.110 No.250

（水深約7.3m）

（水深約6.0m） （水深約4.7m）

【凡例】
━ ━ ━ 代表断面

変位方向

N

[地下水位,水位差の経時変化]

 たわみに伴い生じた鋼管矢板杭頭変位については，至近において顕著な変位増加は確認されておらず鋼管矢板の健全性に問題はない
が，引き続き傾向を確認していく。



＜参考２＞地下水ドレン水位および稼働状況
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※移送先のT/Bはタービン建屋、集水タンクはサブドレン集水タンク

サブドレン集水タンク及びT/B移送量 (m3/日平均)

ウェルポイント移送量 (m3/日平均)

地下水ドレン

合計
ポンドA
ポンドB

ポンドC
ポンドD ポンドE

移送先 T/B 集水
ﾀﾝｸ T/B 集水

ﾀﾝｸ T/B 集水
ﾀﾝｸ

01/10 ～ 01/16 133 28 0 0 59 0 46
01/17 ～ 01/23 107 32 0 0 52 0 23
01/24 ～ 01/30 104 36 0 0 51 0 17
01/31 ～ 02/06 85 34 1 0 30 0 20
02/07 ～ 02/13 120 30 1 0 74 0 15
02/14 ～ 02/20 135 26 2 0 94 0 13
02/21 ～ 02/27 117 24 2 0 87 0 4
02/28 ～ 03/06 89 16 2 0 71 0 0

ウェルポイント

合計 1-2号間 2-3号間 3-4号間
移送先 T/B T/B T/B

01/10 ～ 01/16 30 30 0 0

01/17 ～ 01/23 27 27 0 0
01/24 ～ 01/30 29 29 0 0
01/31 ～ 02/06 31 31 0 0
02/07 ～ 02/13 30 29 0 1
02/14 ～ 02/20 29 29 0 0
02/21 ～ 02/27 27 27 0 0
02/28 ～ 03/06 28 28 0 0

※既往最低値：合計96m3/日週平均（H29/1/3～H29/1/9）
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①建屋への地下水・雨水等流入量：113m3/日，②地下水ドレン・ウェルからの建屋への移送量：49m3/日， ③（①+②の合計）：162m3/日， 降雨量：0.5mm/週

 ※1  建屋水位計の校正を実施

＜参考３＞建屋への地下水ドレン移送量・地下水流入量等の推移



43

＜参考４＞サブドレン稼働後における建屋流入量評価結果（1-4号機サブドレン水位）

2017.3.2現在

 建屋への地下水流入量はサブドレンの水位と相関が高いことから、サブドレンの水位（全孔平均）でサブドレン稼働の影響を評価した。

 サブドレン稼働によりサブドレン水位がTP3.5mを下回ると、建屋への流入量も100～200m3/日までになっている。
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＜参考５＞サブドレン稼働後における建屋流入量評価結果（サブドレン水位-建屋水位）

2017.3.2現在
 建屋への地下水流入量はサブドレンの水位－建屋水位とも相関が高いことから、サブドレンの水位（全孔平均）-建屋水位で

サブドレン稼働の影響を評価した。

 サブドレン稼働により水位差が2mを下回ると、建屋への流入量も100～200m3/日までになっている。
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＜参考６＞サブドレンピット水質一覧（2017.3.7現在）

●「ND」は検出限界値未満を表し，( )内に検出限界値を示す。

建屋 ピット セシウム
134

セシウム
137

全β トリチウム 採取日

既
設
ピ
ッ
ト

1号機 1 ND(8.1) 32 45 16,000 H29 02/20

2 ND(6.2) ND(4.1) ND(11) 15,000 H29 02/20

3 18,000 120,000 120,000 910 H29 02/20

8 ND(4.6) 23 41 ND(100) H29 02/26

9 ND(8.3) 19 26 1,700 H29 02/23

2号機 18 32 230 250 410 H29 02/23

19 120 830 1,000 580 H29 02/23

20 ND(5.6) ND(4.4) 17 740 H28 06/24

21 ND(4.8) 14 14 ND(110) H28 06/24

22 6.6 44 36 190 H28 06/24

23 ND(5.7) 31 14 150 H29 02/24

24 58 370 450 1,200 H29 02/24

25 210 1,400 1,800 2,900 H29 02/24

26 17 160 320 190 H29 02/24

27 32 180 500 ND(110) H29 02/20

3号機 31 ND(5.1) 13 140 220 H29 02/24

32 ND(4.4) ND(4.5) ND(11) ND(110) H29 02/20

33 ND(4.1) 9.8 ND(12) ND(110) H29 02/24

34 7.8 66 78 180 H29 02/24

37 ND(5.5) 18 22 ND(110) H29 02/28

40 28 200 220 ND(100) H29 02/23

建屋 ピット セシウム
134

セシウム
137

全β トリチウム 採取日

既
設
ピ
ッ
ト

4号機 45 ND(4.1) ND(4.3) ND(12) ND(100) H28 06/29

51 ND(3.5) ND(5.0) ND(12) ND(100) H28 06/29

52 ND(8.9) ND(15) ND(18) ND(130) H27 08/12

53 ND(9.3) ND(18) ND(11) ND(130) H27 08/25

55 ND(10) ND(16) ND(11) ND(130) H27 08/25

56 ND(4.1) ND(3.8) ND(11) ND(110) H29 02/20

57 ND(5.0) 23 ND(11) ND(100) H28 11/16

58 ND(10) 18 ND(12) ND(130) H27 11/06

59 ND(3.5) 6.7 ND(15) 150 H28 07/11

新
設
ピ
ッ
ト

1号機 201 ND(5.7) ND(3.8) ND(11) ND(110) H29 02/20

202 ND(4.6) ND(4.4) ND(10) ND(120) H28 06/23

203 ND(5.6) ND(5.6) ND(10) ND(120) H28 06/23

204 ND(4.3) 5.9 21 ND(120) H28 06/23

205 ND(4.7) ND(3.8) ND(10) ND(120) H28 06/23

206 ND(5.2) ND(4.5) ND(11) ND(100) H29 02/23

2号機 207 ND(8.0) 13 32 700 H29 02/23

208 ND(3.9) ND(4.3) ND(11) 120 H28 06/24

3号機 209 ND(3.5) ND(4.7) ND(12) ND(100) H29 02/23

210 ND(3.9) 3.6 ND(12) ND(100) H28 06/29

211 ND(4.2) 16 54 ND(100) H28 06/29

4号機 212 ND(3.7) ND(3.9) ND(12) ND(100) H28 06/29

213 ND(4.5) ND(3.4) 12 ND(100) H28 06/29

214 ND(5.2) ND(3.8) ND(12) ND(100) H29 02/23

215 ND(11) ND(14) ND(18) ND(130) H27 08/12

単位：Bq/L


